
学校番号 102 

 

令和５年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 2 第 3 学年 

啓林館「Vision Quest Ace 」 

桐原書店「Next Stage」 

「Reading Flash2 」 

数研出版 

「DUAL SCOPE 総合英語」 

「DUAL SCOPE 実戦ランダム

編」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英語表現Ⅱでは、１,２年で学び習得した英文法・英語を使って表現する力をさらに発展させ、英語で伝えた

いことを表現し、相手の言う内容を自分の力で考えて意見を述べる力を養うことを中心に学んでいく科目で

す。外国語科の学習の技能としての「書くこと」「話すこと」「聞くこと」「読むこと」の４つの技能を、場面

に応じて使いながら外国語を習得していきます。英語で行うプレンゼンテーション、ディスカッション、デ

ィベート等の組み立て方、それを行うために必要な表現や振舞い方などを学び身に着けていきます。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：コミュニケーション英語Ⅲ（３単位）・英語表現Ⅱ（２単位）英語読解（２単位） 

      選択科目：英語演習（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・聞いたり読ん

だりしたこと，

学んだことや経

験したことに基

づき，情報や考

えなどをまと

め，発表するこ

とができる。 

・発表されたも

のを聞いて，質

問したり意見を

述べたりするこ

とができる。 

・多様な考え方

ができる話題に

ついて，立場を

決めて意見を発

表することがで

きる。 

コミュ英

Ⅲ 

・発表 

 

 

 

 

・主題を決め，様々

な種類の文章を書

くことができる。 

・文章の構成を考え

ながら書くことが

できる。 

・図表との関連を考

えながら書くこと

ができる。 

・書いた内容を読み

返して，推敲する

ことができる。 

英 語 表 現

Ⅱ・定期考

査 

 

 

 

 

・社会的な話題や

時事問題につい

て話されている

対話や討論など

を聞いて，情報

や考えなどの概

要をとらえるこ

とができる。 

・社会的な話題や

時事問題につい

て話されている

対話や討論など

を聞いて，情報

や考えなどの要

点や詳細をとら

えることができ

る。 

コミュ英

Ⅲ 

・リスニ

ン 

グテスト 

 

・社会的な話題

や時事問題に

ついて話され

ている対話や

討論などを聞

いて，情報や

考えなどの概

要をとらえる

こ と が で き

る。 

・社会的な話題

や時事問題に

ついて話され

ている対話や

討論などを聞

いて，情報や

考えなどの要

点や詳細をと

らえることが

できる。 

コミュ英

Ⅲ 

・定期考査 

英語読解 

・定期考査 

 

 

 



３ 学習評価（評価の観点と実施方法） 

 

４ 学習の活動 

観

点 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに

関心を持ち、積極的に言

語活動を行いコミュニ

ケーションを図ろうと

しているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DOリストによる「話

すこと」「書くこと」の

到達目標を的確に評価

できる方法で実施。 

CAN-DOリストによる「聞

くこと」「読むこと」の

到達目標を的確に評価

できる方法で実施。 

英語やその運用につい

ての知識を実につけて

いるとともに、その背景

にある文化などを理解

しているかどうかを的

確に評価できる方法で

実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

      

Part2 

Lesson1 

(２時間) 

 

 

 

 

副教材 

1,2 章 

（２時間） 

パラグラフの構

成：列挙・順序 

 

 

 

 

時系列に基づい

て受動態・助動

詞を活用し英文

を書く 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・学習者にとって身近

な題材を選び英語で

まとまった文を書

き、考えを伝えよう

とする。 

・わかりやすい言葉で考

えを伝えるための方法

を知る。 

・既習の英語の表現

や文法を工夫して

使い自己表現を行

うことができる。 

・指定された形式に

おいて英語で文章

を書いたワークシ

ートとその言語材

料を観察し判断す

る。 

「英語表現の能力」 

・英語の文章の構成を

知り、パラグラ・フ

ライティングの技法

を学ぶ。 

・英文を書くときに、注

意すべき時制・態・感

情を表現するときに使

える助動詞の活用法を

学ぶ。 

・既習の学習内容に

加 

えて、時系列・態

などに工夫をして

自己表現を行うこ

とができる。 

・ペアで各自の書い

た 

英文を読みあい内

容が伝わっている

かを評価する。 

「英語理解の能力」 

・英語で書かれている

まとまとまった文章

を読み、論理の流れ

を知る。 

・英文構成を考えながら

意味を理解し、論旨を

追うことができる。 

・パラグラフ構成に

従ったつなぎの言

葉に留意し、主題

と結論とその流れ

がわかる。 

・ワークシートおよ

び定期テストにお

いて評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 



・まとまった内容の文

章を英語で書くため

に、選ばれたトピッ

クの文化的・言語的

背景を知る。 

・異なる文化背景の内容

を英語で理解する。 

・英語で文章を組み

立 

てる方法に慣れ、

列 

挙・順序を含む英

文の構造を意識す

ることができる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

 

 

Lesson２ 

( 2 時間) 

 

 

 

 

副教材 

3 章 

（２時間） 

 

 

パラグラフの構

成： 

例示・追加 

 

 

 

時系列に基づき

仮定法を活用し

英文を書く 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・身近なあるトピック

に関して、例を挙げ

たり具体的な情報を

付け加えたりして説

明することができ

る。 

 

 

・わかりやすい言葉で考

えを伝えるための方法

を知る。 

 

・既習の英語の表現

や 

文法を工夫して使

い自己表現を行う

ことができる。 

 

・指定された形式に

お 

いて英語で文章を

書いたワークシー

トと、その言語材

料を観察し判断す

る。 

「英語表現の能力」 

・例示・追加を表すつ

なぎの言葉を用い

て、英語のパラグラ

フを書くことができ

る。 

・パラグラフの構成を意

識し、支持文の中に順

序よく例を組み込み英

文を書く。 

・既習の学習内容に

加 

えて、時系列・態

などに工夫をして

自己表現を行うこ

とができる。 

・ペアで各自の書い

た 

英文を読みあい内

容が伝わっている

かを評価する。 

「英語理解の能力」 

・例示・追加の表現を

含む英文をパラグラ

フの構造を意識して

読むことができる。 

・追加・例示のつなぎの

言葉が適切に使用され

た英文内容を理解す

る。 

・パラグラフ構成に

従 

ったつなぎの言葉

に留意し、主題と

結論との流れがわ

かる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・まとまった内容の文

章を英語で書くため

に、選ばれたトピッ

クの文化的・言語的

背景を知る。 

・異なる文化背景の内容

を英語で理解する。 

・英語で文章を組み

立 

てる方法になれ例 

示・追加を含む英

文の構造を意識す

ることができる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

 

Lesson３ 

( 2 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

副教材 

4 章 

（２時間） 

 

パラグラフの構

成： 

比較・対照 

 

 

 

 

 

 

 

不定詞・動名詞・

分詞を意識し英

文を書く 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身近なあるトピック

に関して、例を挙げ

たり、具体的な情報

を比較・対照を行

い、説明することが

できる。 

 

・わかりやすい言葉を使

い英文を書き、自分の

考えを相手に伝えるこ

とができる。 

・既習の文法事項使

い、工夫して文を

書くことができ

る。 

・指定された形式に

お 

いて英語で文章を

書いたワークシー

トと、その言語材

料を観察し判断す

る。 

「英語表現の能力」 

・対比・類似を表すつ

なぎの言葉を使って

２つの事柄を比較し

ながら英語のパラグ

ラフを書くことがで

きる。 

・パラグラフの構成を意

識し、導入文を用い、

支持文の中に２つ以上

のものを比較しその相

違点・類似点を組み込

み英文を書く。 

・既習の学習内容に

加 

えて、比較表現・

代名詞を適切に使

用することなどに

工夫をして自己表

現を行うことがで

きる。 

・ペアで各自の書い

た 

英文を読みあい内

容が伝わっている

かを評価する。 

「英語理解の能力」 



 

 

 

・２つの事柄が対比し

て書かれた英文をパ

ラグラフの構造を意

識して読むことがで

きる。 

・比較・対照のつなぎの

言葉が適切に使用され

た英文内容を理解す

る。 

・パラグラフ構成に

従 

ったつなぎの言葉

に留意し、導入文

を用いた流れがわ

かる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・まとまった内容の文

章を英語で書くため

に、選ばれたトピッ

クの文化的・言語的

背景を知る。 

・異なる文化背景の内容

を英語で理解する。 

・英語で文章を組み

立 

てる方法になれ、

比 

較・対象を含む英

文の構造を意識す

ることができる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 



 

 

Lesson４ 

( 2 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副教材 

5 章 

（２時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラグラフの構

成： 

原因・理由・結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係詞・接続詞

の用法に基づき

英文を書く 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」                          

・物事の因果関係につ

いて述べるときに必

要な言葉や観察力を

養うことができる。 

 

・わかりやすい言葉を使

い英文を書き、自分の

考えを相手に伝えるこ

とができる。 

・既習の文法事項使

い、工夫して文を

書くことができ

る。 

・指定された形式に

お 

いて英語で文章を

書いたワークシー

トと、その言語材

料を観察し判断す

る。 

「英語表現の能力」 

・原因・理由および結

果を表すつなぎの言

葉を使って英語のパ

ラグラフを書くこと

ができる。 

・パラグラフの構成を意

識し、支持文の中に原

因→結果の順で述べる

ための文の組み立てを

考え英文を書く。 

・既習の学習内容に

加 

えて、不定詞・分

詞を適切に使用す

ることなどに工夫

をして自己表現を

行うことができ

る。 

・ペアで各自の書い

た 

英文を読みあい内

容が伝わっている

かを評価する。 

「英語理解の能力」 

・原因・理由および結

果について書かれた

英文をパラグラフの

構造を意識して読む

ことができる。 

・原因・理由のつなぎの

言葉が適切に使用され

た英文内容を理解す

る。 

・パラグラフ構成に

従 

いつなぎの言葉に

留意し、文中の因

果関係の流れがわ

かる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・まとまった内容の文

章を英語で書くため

に、選ばれたトピッ

クの文化的・言語的

背景を知る。 

・異なる文化背景の内容

を英語で理解する。 

・英語で文章を組み

立 

てる方法になれ、

因果関係を含む英

文の構造を意識す

ることができる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

 

Lesson５ 

( 2 時間) 

 

 

 

 

副教材 

6 章 

（２時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラグラフの構

成： 

要点・要約 

 

 

 

前置詞・比較の

用法に基づき英

文を書く 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英文中のキーワード

に気づき、それを元

に内容の理解を深め

る思考の道筋を見つ

け、自己の考えをま

とめることができ

る。 

 

・わかりやすい言葉を使

い英文を書き、自分の

考えを相手に伝えるこ

とができる。 

・既習の文法事項使

い 

工夫して文を書く

ことができる。 

・指定された形式に 

 おいて英語で文章

を書いたワークシ

ートとその言語材

料を観察し判断す

る。 

「英語表現の能力」 

・文章の要点をつか

み、 

つなぎの言葉なども

使いながら、要約文

を書くことができ

る。 

・パラグラフの構成を意

識し、キーワードをヒ

ントに主題文を書き、

それを元にパラグラフ

を組み立てる方法を学

び英文を書く。 

・既習の学習内容に

加 

えて、関係詞・接

続詞を適切に使用

することなどに工

夫をして自己表現

を行うことができ

る。 

・ペアで各自の書い

た 

英文を読みあい内

容が伝わっている

かを評価する。 

「英語理解の能力」 

・パラグラフの構造を

意識して文章の要点

やキーワードを正し

く読み取ることがで

きる。 

・パラグラフ構成を考え 

つなぎの言葉を使い

簡潔に要約文を作る

ことができる。 

・パラグラフ構成に

従 

ってつなぎの言葉

に留意し、文全体

の内容の流れがわ

かる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 



 

 

 

 

 

 

 

・まとまった内容の文

章を英語で書くため

に選ばれたトピック

の文化的・言語的背

景を知る。 

・異なる文化背景の内容

を英語で理解する。 

・英語で文章を組み

立 

てる方法になれ、

英文全体の構造を

意識することがで

きる。 

・ワークシートおよ

び 

定期テストにおい

て評価する。 

 

 

Part3 

Lesson1 

( 8 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副教材 

7,8,9 章 

（6時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレンゼンテー

ンション： 

①ブレインスト

ーミング /資料

を探す 

②アウトライン

作成 

③プレゼンテー

ション原稿作

成・表現 

④プレゼンテー

ションの準備・

実施 

⑤プレゼンテー

ションの質疑応

答・発表者の評

価 

 

 

 

 

 

主語との動詞の

一致・疑問文と

その語順・否定・

倒置・省略・強調

といった表現方

法・話法といっ

た表現方法や文

法に基づき英文

を書く 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・原稿を元に聞き取り

やすいように発音の

仕方に気を配り発表

できる。 

・発表の内容について

疑問に思ったことを

質問することができ

る。また、その質問

に適切に答えること

ができる。 

 

・プレゼンテーションの

方法・意味を知り、効

果的な表現方法を知

る。 

・落ち着いて質問内容を

聞き取り、発生の仕方

に気を配って質疑応答

を行うことができる。 

・既知の表現方法・

母語による知識を

用い、自己の意見

を他者に伝える工

夫をする。 

・他者からの言語に

よる働きかけを受

け止め、理解し自

己の言葉で考えを

伝える。 

・個人、または複数

でプレゼンを行い

その言語の使用場

面を観察し評価シ

ーとにより評価す

る 

「英語表現の能力」 

・特定のテーマに沿っ

て、資料の情報など

客観的な情報も含め

ながらプレゼンテー

ションを行うための

原稿を書くことがで

きる。 

・特定のテーマに沿った

資料を探し、その内容

を整理しながら、原稿

アウトラインを母語→

英語へと変えながら組

み立てることができ

る。 

・主語と動詞を一致

させ、強調・省略

といった文法的な

技法を用い、効果

的な英文作成を行

う。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

「英語理解の能力」 

・特定のテーマに沿っ

た英文の資料を読

み、関連する情報を

集めることができ

る。 

・さまざまな資料から、

特定のテーマに沿った

ものを取捨選択する。

図表に関する表現、ま

た巣票を提示する表現

を学ぶ。 

・特定のテーマに対

し、理解を深め集

めた情報を整理し

原稿作成準備を行

う。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・発表内容が効果的に

伝わるようジェスチ

ャーを交えて発表す

ることができる。 

・プレゼンテーションの

原稿準備において、ト

ピックの言語的・文化

的背景を深く理解する

ことができる。 

・聴衆が理解できる

内容、文構成、発

表準備とその伝え

方を工夫すること

ができる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

 

Lesson2 

( ４時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副教材 

10,11,12章 

（5時間） 

 

 

 

ディスカッショ

ン： 

①ディスカッシ

ョンの進め方 

②ディスカッシ

ョンに役立つ表

現/評価 

 

 

 

 

動詞・名詞・代名

詞・形容詞・副詞

の語法に基づき

英語表現を使い

英文を書く 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・特定のテーマについ

てグループ内での意

見を聞き、その内容

を理解することがで

きる。また、 

 

・特定のテーマについて

即興で話すことがで

き、また伝えたい内容

を整理して論理的に話

すことができる。 

・お互いの意見につ

いて言及し、友好

的な雰囲気で積極

的に議論に参加す

ることができる。 

・個人、または複数

でプレゼンを行い

その言語の使用場

面を観察し評価シ

ートにより評価す

る 

「英語表現の能力」 

・特定のテーマについ

ての自分の意見をメ

モ書きや発表原稿の

形式に従って英語で

書くことができる。 

・既習の経験に基づき、

情報や考えをまとめて

さまざまな文章を書く

ことができる。 

・特定のテーマにつ

いて述べられた意

見を簡潔に要約す

ることができる。 

・個人、または複数

でプレゼンを行い

その言語の使用場

面を観察し評価シ

ートにより評価す

る 

「英語理解の能力」 

・特定のテーマに沿っ

た英文の資料を読

み、関連する情報を

集めることができ

る。 

・聞いたり読んだりした

ことに基づき、情報や

考えをまとめることが

できる。 

・特定のテーマに対

する意見/主張に説

得力のある根拠を

付け加えることが

できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 



 

 

 

 

 

 

 

・特定のテーマについ

てディスカッション

で複数の人の意見を

調整する立場として

の司会者の役割を知

り、議論を進めるこ

とができる。 

・多様な考え方や意見に

ついて、立場を決めて

意見をまとめることが

できる。 

・特定のテーマにつ

い 

て複数の人と意見 

を交換するときの

ルールを守って論

点を明らかにする

ことができる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

 

Lesson3 

(8 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副教材 

13,14,15章 

(8 時間) 

 

ディベート 

①ディベートの

進め方 

②ディベートの

準備 

③ディベートを

行ううえでの注

意点/判定/表現 

 

 

 

 

 

 

イディオム・会

話表現・語彙・重

要多義語に基づ

き英文を書き、

自由な発言を行

う 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・特定のテーマについ

てのディベートで相

手の発言を理解する

ことができる。 

・自分のグループの意

見をまとめて述べ、

ディベートの勝敗の

判断をすることがで

きる。 

 

・ディベートを行うとき

のルールと役割を知

り、特定のテーマにつ

いて論戦を行うための

思考・態度を養う。 

・即興で考えを組み

立て、表情・表現

を豊かに自己の主

張をすることがで

きる。 

・個人、または複数

でプレゼンを行い

その言語の使用場

面を観察し評価シ

ートによって評価

する。 

「英語表現の能力」 

・特定のテーマについ

て賛成・反対いずれ

の立場でも、自分の

意見を英語で書くこ

とができ、述べるこ

とができる。 

 

・特定のテーマについて

既習のパラグラフ構成

や論理の流れを活用

し、賛成・反対の意見

を組み立てることがで

きる。 

・組み立てた意見、

それに対する反論

が説得力のある英

文で書くことがで

きる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

「英語理解の能力」 

・特定のテーマに沿っ

た英文の資料を読

み、関連する情報を

集め、相手の主張に

対する反論をかんが

えることができる。 

・議論を組み立てるため

に必要な情報を集め、

その情報源となる出典

を明らかにし予想され

る反論を考えることが

できる。 

・情報内容から必要

なものを取り出

し、自己の意見の

中に取り込むこと

ができる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストおよびワ

ークシートにおい

て評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ディベートのルール

やメンバーの役割な

どを知り、論戦を行

う知的ゲームとして

扱われていることを

知る。 

・日本の言語文化とは異

なる論戦ゲームである

ことを理解し、相手を

説得させることができ

る。 

・自己の信念や考え

に捉われず広い視

野で他者の意見を

受け止めることが

できる。 

・個人、または複数

でプレゼンを行い

その言語の使用場

面を観察し評価シ

ートにより評価す

る。 


